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給食会物資は安全第一を心がけています

学校給食 No.441
平成29年
12月20日

とうきょうとの

2P 財団法人東京都学校給食会設立60周年にあたって
3P　【特別寄稿】「子どもファースト」で守りたい日本の学校給食
4P 東京都学校給食会の歩み
6P 食品豆知識（その12）　小麦粉のはなし
8P 第68回全国学校給食研究協議大会  報告
9P 給食会だより

お米産地調査  お米の産地に行ってきました。青森県、秋田県
国産ミックスドフルーツの産地調査
平成29年度学校給食用物資加工工場見学  報告
味めぐりカフェ（第2回報告、第3回のお知らせ）
平成29年度学校給食用パン抜取調査結果　他



　
東
京
都
学
校
給
食
会
は
財
団
法
人
と
し
て

設
立
さ
れ
て
か
ら
本
年
で
60
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
60
年
に
わ
た
り
事
業

が
適
正
円
滑
に
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
会
は
、
昭
和
22
年
当
時
の
東
京
都
教
育

局
体
育
課
に
あ
っ
た
東
京
都
学
校
衛
生
会
の

中
に
設
置
さ
れ
た
学
校
給
食
事
業
部
を
前
身

と
し
、
昭
和
25
年
学
校
給
食
実
施
校
を
会
員

と
し
た
任
意
団
体
の
東
京
都
学
校
給
食
会
と

な
り
、
昭
和
32
年
10
月
財
団
法
人
と
し
て
設

立
、
平
成
20
年
の
公
益
法
人
制
度
改
革
を
受

け
、
平
成
23
年
4
月
に
公
益
財
団
法
人
へ
移

行
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
29
年
、
学
校
給
食
法
制
定
を
契
機
に

い
く
つ
か
の
法
整
備
が
行
わ
れ
、
小
学
校
、

中
学
校
、
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
幼
稚
部
か

ら
高
等
部
、
定
時
制
夜
間
課
程
の
高
等
学
校

ま
で
教
育
活
動
と
し
て
の
学
校
給
食
が
広
く

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
会
は
、

前
身
の
時
代
か
ら
国
か
ら
供
給
さ
れ
る
小
麦

粉
な
ど
の
学
校
給
食
用
物
資
を
東
京
都
内
の

給
食
実
施
校
に
、
適
正
円
滑
に
供
給
す
る
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
財
団

法
人
設
立
後
に
お
い
て
も
、
主
要
事
業
で
あ

る
学
校
給
食
用
物
資
の
安
定
供
給
を
行
う
と

と
も
に
、
学
校
給
食
の
内
容
の
充
実
や
衛
生

管
理
の
確
保
の
た
め
、
各
種
調
理
講
習
会
、

衛
生
管
理
講
習
会
等
の
普
及
充
実
事
業
を

行
い
、
さ
ら
に
は
研
修
、
研
究
活
動
の
場
の

確
保
と
法
人
活
動
の
拠
点
を
整
備
す
る
た

め
、
昭
和
55
年
に
給
食
会
館
を
竣
工
い
た
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
社
会
が
著
し
く
変
化
す
る
中
、

家
庭
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
の

影
響
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
の
朝
食
の
欠
食

等
に
よ
る
食
生
活
の
乱
れ
、
脂
質
、
塩
分
の

過
剰
摂
取
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
備
軍

の
増
加
な
ど
問
題
点
も
多
く
指
摘
さ
れ
る
時

代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
諸
問
題
に
対

し
、
平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
国
や
東
京
都
に
お
い
て
も
食
育
推
進
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
食

育
は
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
食
に

関
す
る
知
識
と
食
を
選
択
す
る
力
を
習
得

し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
同
年
は
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推

進
に
中
核
的
な
役
割
を
担
う
栄
養
教
諭
制
度

も
創
設
さ
れ
、
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
に
は
、
学
校
給
食

法
及
び
学
習
指
導
要
領

総
則
に
お
い
て「
学
校

に
お
け
る
食
育
の
推

進
」が
明
確
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
栄
養
教
諭
に

よ
る
学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指

導
が
推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
食
育
は
さ
ま

ざ
ま
な
教
科
等
と
関
連
さ
せ
つ
つ
学
校
教
育

活
動
全
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
食
育
の
推
進
が
国
民
的
な
課

題
と
な
り
、
生
き
た
教
材
と
し
て
学
校
給
食

の
重
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
た
平
成
23

年
に
、
本
会
は
財
団
法
人
か
ら
公
益
財
団
法

人
へ
移
行
し
ま
し
た
。
定
款
で
は
、「
学
校

給
食
の
円
滑
な
実
施
及
び
そ
の
充
実
発
展
に

努
め
、
学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
の
推
進
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
心
身

の
健
全
な
発
達
及
び
広
く
都
民
の
健
全
な
食

生
活
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
定
め
て
お
り
、
従
前
の
学
校
給
食
用

物
資
の
供
給
事
業
及
び
学
校
給
食
の
普
及
充

実
事
業
に
加
え
、
学
校
給
食
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
食
育
を
支
援
す
る
事
業
の
実
施
を
明

確
に
し
て
お
り
ま
す
。
本
会
で
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
食
育
推
進
係
を
設
置
し
、
各
種
講

習
会
や
研
修
会
の
実
施
、
研
究
事
業
や
食
育

事
業
等
に
対
す
る
助
成
事
業
な
ど
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
財
団
設
立
60
周
年

を
迎
え
た
現
在
に
お
き
ま
し
て
は
、
食
育
・

安
全
推
進
担
当
と
し
て
管
理
栄
養
士
等
の
有

資
格
者
を
配
置
し
、
学
校
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
食
育
推
進
活
動
に
対
す
る
支
援
等
を
よ

り
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
で
は
食
育
推
進
の
支
援
は
も
と
よ

り
、
学
校
給
食
の
安
定
供
給
及
び
安
全
・
安

心
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、
取
扱
い
物
資
に

お
け
る
各
種
検
査
の
ほ
か
、
原
料
産
地
及
び

製
造
工
場
の
訪
問
調
査
、
パ
ン
・
め
ん
加
工

委
託
工
場
に
対
す
る
工
場
巡
回
及
び
衛
生
管

理
指
導
等
を
適
宜
実
施
し
、
よ
り
安
全
な
学

校
給
食
用
物
資
を
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
強
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
東
京
都
、
東
京

都
教
育
委
員
会
、
区
市
町
村
教
育
委
員
会
、

学
校
を
は
じ
め
学
校
給
食
に
関
係
す
る
方
々

と
連
携
を
密
に
し
、
学
校
給
食
の
さ
ら
な
る

充
実
に
向
け
た
諸
事
業
の
充
実
、
食
育
の
推

進
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
、
公
益
法
人

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

60
周年

財団
法人設立

財
団
法
人
東
京
都
学
校
給
食
会
設
立

60
周
年
に
あ
た
っ
て

公
益
財
団
法
人
東
京
都
学
校
給
食
会

　理
事
長

　藤
本
龍
夫
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財
団
法
人
東
京
都
学
校
給
食
会
設
立
60
周

年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
長
き
に
亘
り
物
資
供
給
は
も
と
よ
り
講
習

会
や
食
育
活
動
等
、
東
京
都
の
学
校
給
食
の

充
実
発
展
の
た
め
に
、
多
大
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
前
回
50
周
年
の
時
に
も
寄
稿
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
10
年
経
過
す
る

中
、
子
ど
も
た
ち
の
抱
え
る
食
に
関
す
る
今

日
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
法
整
備
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
学
習
指
導
要
領
総
則
に「
学

校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
」が
明
記（
平
成

20
年
3
月
告
示
）さ
れ
た
り
、
学
校
給
食
の

目
的
を
食
育
の
観
点
か
ら
見
直
し
た「
学
校

給
食
法
の
大
改
正
」が
な
さ
れ
た
り
す
る
な

ど
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
、
学
校
給

食
を
活
用
し
た
食
育
の
充
実
な
ど
が
ま
す
ま

す
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
は
今
年
3
月
に
、「
栄
養
教

諭
を
中
核
と
し
た
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
食
育

（
平
成
29
年
3
月
）」を
作
成
配
布
し
ま
し
た
。

栄
養
教
諭
制
度
を
創
設
し
て
13
年
経
過
し
て

も
、
栄
養
教
諭
の
配
置
状
況
が
各
自
治
体
に

よ
っ
て
異
な
る
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

学
校
が
食
育
を
推
進
す
る
た
め
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
栄
養
教
諭
は
じ
め
管
理
職
、
学

級
担
任
な
ど
全
教
職
員
を
対
象
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。
学
校
に
お
け
る
食
育
を
定
着

さ
せ
る
に
は
、
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
食
育
を
推
進
す

る
際
の
一
連
の
取
り
組
み
を「
計
画
」「
実
践
」

「
評
価
」「
改
善
」の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

基
づ
き
行
う
よ
う
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
と
な

ど
、
よ
り
実
践
に
つ
な
げ
や
す
い
よ
う
に
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
注
目
し
た
の
は
、

Ⅱ
実
践「
食
に
関
す
る
指
導
」の
並
べ
順
が

（
1
）給
食
の
時
間
に
お
け
る
食
に
関
す
る

指
導
、（
2
）教
科
等
に
お
け
る
食
に
関
す

る
指
導
、（
3
）個
別
的
な
相
談
指
導
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　
学
校
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
保
健
体
育

審
議
会
答
申（
平
成
9
年
9
月
）が
出
た
後
、

継
続
的
に
審
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
き
に
、

大
切
に
さ
れ
て
い
た
の
は
、
食
育
の
中
心
は

学
校
給
食
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
食
に
関
す
る
指
導
時
間
が
必
要
と
い
っ
て

も
、
従
来
か
ら
学
級
活
動
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
給
食
指
導
の
時
間
だ
け
で
は
、
食
育

に
使
え
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
連

教
科
で
あ
る
家
庭（
技
術
・
家
庭
科
）科
、
体

育（
保
健
体
育
）科
も
教
科
と
し

て
の
目
標
や
内
容
が
あ
り
、
そ

れ
か
ら
考
え
れ
ば
、
給
食
時
間

は
年
間
に
す
れ
ば
約
1
8
0
回
、

中
学
校
ま
で
考
え
れ
ば
9
年
間

で
1
，6
2
0
回
、
食
に
関
す
る

指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
教
育
活
動
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
に
な
れ
ば
、
教
科
等
で

得
た
食
に
関
す
る
知
識
、
興
味
関
心
を
意
図

的
に
給
食
時
間
に
つ
な
げ
ら
れ
る
し
、
給
食

を
食
べ
る
こ
と
を
通
し
て
実
践
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
栄
養
教
諭
は
、
食
に
関
す
る
指
導
と
学
校

給
食
の
管
理
を
職
務（
学
校
教
育
法
第
37
条
）

（
小
学
校
以
外
の
学
校
に
つ
い
て
は
準
用
規

定
）と
し
て
、
学
校
給
食
を
教
材
と
し
て
活

用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
を
展
開
す
る
教
諭

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
給
食
の
時
間
に
お
け
る
食
に
関
す

る
指
導
が（
1
）に
示
さ
れ
た
の
は
、栄
養
士
、

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
持
つ
栄
養
教
諭
等

（
栄
養
教
諭
、
学
校
栄
養
職
員
）は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が

ら
年
間
指
導
計
画
に
基
づ
い
て
教
科
と
関
連

さ
せ
た
り
給
食
指
導
内
容
と
関
連
さ
せ
た
り

し
た
献
立
を
作
成
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
計

画
的
、
継
続
的
に
献
立
に
基
づ
い
た
指
導
資

料
を
作
成
し
て
、
学
級
担
任
に
提
供
す
る
な

ど
、
連
携
指
導
を
よ
り
円
滑
に
す
る
こ
と
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
私
は
考
え
ま

し
た
。

　
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
9
月
30
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ「
深
読
み
」に
出
演
し
た
後
、
多
く

の
マ
ス
コ
ミ
と
話
を
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
学
校
給
食
制
度
、
学
校
給
食
の
歴
史
、

デ
リ
バ
リ
ー
給
食
な
ど
今
日
的
課
題
に
つ
い

て
担
当
者
と
話
し
合
う
中
で
気
づ
か
さ
れ
た

こ
と
は
、
学
校
給
食
は
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が

経
験
し
て
い
ま
す
か
ら
、
学
校
給
食
の
こ
と

は
だ
れ
で
も
話
題
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
発
言
は
自
分
の
給
食
体
験
に
基
づ
い
て

い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
し
た
。
当
た
り
前

す
ぎ
て
学
校
給
食
の
本
質
が
理
解
さ
れ
て
い

な
い
の
で
す
。

　
今
、
給
食
費
の
滞
納
が
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
学
校
給
食
費
と
し
て
保
護
者

か
ら
徴
収
し
て
い
る
の
は
食
材
料
費
の
み
で

あ
り
、
そ
の
他
の
経
費
は
設
置
者
の
負
担
で

あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
栄
養
教

諭
等
が
、
一
食
当
た
り
の
材
料
費
の
計
算
を

す
る
と
き
未
だ
に
銭
単
位
で
計
算
し
、
物
資

選
定
を
す
る
な
ど
や
り
く
り
し
、
魅
力
あ
る

給
食
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

理
解
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
学
校
給
食
の
現
状
を
、
保
護
者
の
み
な
ら

ず
国
民
全
体
が「
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
」の

視
点
で
理
解
し
、
学
校
給
食
を
見
守
る
こ
と

が
、
第
3
次
食
育
推
進
基
本
計
画
の
重
点
課

題「
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
食
育
の

推
進
」に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
京
都
学
校
給
食
会
に
は
、
地
場
産
物
の

活
用
、
国
産
食
材
の
活
用
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
等
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
な
ど
、
現

場
の
ニ
ー
ズ
に
呼
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
も
と
よ
り
、
学
校
給
食
を
最
大
限
に
活
用

し
た
食
に
関
す
る
指
導
が
充
実
し
推

進
さ
れ
る
よ
う
、
更
な
る
公
益
法
人

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

60
周年

財団
法人設立

「
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
」で
守
り
た
い

 
日
本
の
学
校
給
食

女
子
栄
養
大
学
名
誉
教
授

　金
田
雅
代

稿別特 寄
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東京都学校給食会の歩み

 32年 10月 財団法人東京都学校給食会設立。
  ◎ 取扱物資は、小麦粉、脱脂粉乳、全脂粉乳及びバター。

 34年 5月 広報「東京都の学校給食」を創刊。

 38年 1月 「学校給食用小麦粉の取扱要領」の改定により、給食
会は学校長の申請数量を取りまとめ、東京都教育委
員会の承認を受け、日本学校給食会を経由して文部
省に申請し、食糧事務所から買い受けた学校給食用
原麦を製品加工し、学校長等に供給することとなる。

 39年 ◎ 学校給食にめん類が導入されることになり、全国に
先駆けて加工委託方式によるソフトめんの供給を開
始する。

 42年 ◎ 調理用薄力粉の供給を開始する。
  ◎ 一般物資のあっせん業務を開始する。

 45年 ◎ 加工委託方式による乾めん及びむし中華めんの供給
を開始する。

 46年 4月 学校給食用パン・牛乳の一括供給を開始する。
   加工委託方式による製品の供給に変更し、併せて基

準パン（食パン・コッペパン）のほかに、特殊加工パン
3種類（ロールパン・ぶどうパン・黒パン）の規格を東
京都教育委員会で定める。

  ◎ 乾めんの供給を中止し、これに代えて加工委託方式
の生めんの供給を開始する。

 47年 ◎ 国の米利用実験事業の一環として、日本学校給食会
から供給される実験指定校用米穀の受託業務及び
米加工品（アルファ化米等）の供給を開始する。

 49年 2月 学校等に対する情報提供を充実させるため、「学校給
食物資情報」の発行を開始する。

  4月 東京都教育委員会の定める特殊加工パンの規格が
7種類に改定される。

  同月 一般物資の本格的な供給を開始する。取扱品目は、
調味料類、乾物類等39品目。

 51年 4月 学校給食米について、日本学校給食会からの受託業
務として取扱いを開始し、また加工委託方式による
米飯の供給も開始する。

 52年 4月 開発製品無添加しょうゆの取扱いを開始する。

 55年 3月 東京都学校給食会館が竣工する。
  6月 食品検査室の機能を整備し、取扱物資の自主検査を

開始する。

 56年 4月 東京都教育委員会の「学校給食用パン及び牛乳供給
要綱」の改正により、パンの規格・加工賃については
本会が東京都教育委員会の承認を受けて決定するこ
ととなる。

 59年 4月 パン検討委員会の答申に基づき、学校給食用パンの
規格等の改定を行う。規格パンの種類は13種類、形
状は12種類となる。

 60年 4月 東京都からの夜間定時制高等学校給食調理業務を
受託し実施する。（委託校30校、16業者）

 61年 4月 強力粉使用のめんに加え、新たに中力粉使用のゆで
めん及びむし中華めんの供給を開始する。

 63年 4月 新たに準強力粉使用のむし中華めん・ゆで中華めん・
ソフトめん及びワンタンの皮の供給を開始する。

 2年 9月 従来の学校給食パンに加え1等粉使用のハイブレッ
ドパン4種類の供給を開始する。

  同月 新たに準強力粉使用の生中華めんの供給を開始する。

 3年 5月 単位制高等学校である新宿山吹高等学校の食堂運
営業務を受託し実施する。

 8年 4月 東京都教育委員会から都立盲・ろう・養護学校給食
調理業務の管理・普及業務を受託する。（初年度3校）
また、夜間定時制高等学校給食調理業務も管理・普
及業務の受託となる。

  同月 基準パンについて、より良質でおいしいパンにするた
め砂糖を1%増量して5%とする。

 11年 1月 生パスタの供給を開始する。

 12年 3月 学校給食用米穀の値引き措置が終了する。
  4月 米穀については、引き続き政府米による供給を継続

する。

 13年 1月 学校等の要望により、遺伝子組換え食品への対応と
して、非遺伝子組換え大豆を使用した「厳選しょう
ゆ」、遺伝子組換え対象外作物のひまわりの種子を使
用した「ひまわり油」の供給を開始する。

  4月 国内産小麦粉を100％使用した「冷凍うどん」の供給
を開始する。

  同月 米穀については、政府米から自主流通米に切り換
える。

 14年 4月 アレルギー物資を含む食品に関する表示が義務化さ
れる。

  同月 規格パンの種類を7種類（パンプキンパン等）追加し、
合計25種類とする。

  同月 従来の精米に加えて「無洗米」の供給を開始する。

 15年 4月 パン・めん等加工委託工場の衛生管理の徹底を図る
ため、食品衛生コンサルタントによる衛生巡回指導を
開始する。

 16年 1月 国内産小麦100％「国内産薄力粉」の供給を開始する。
  2月 東京都教育委員会が「都立学校における健康づくり

推進計画」を策定し、本会も関係団体として健康づく
りフォーラムの開催や地域・保護者に対する食の指
導に関する事業を行うこととなる。

 17年 2月 ホームページを開設する。
  4月 栄養教諭制度が創設される。
  6月 食育基本法が制定公布される。
  8月 第1回東京都健康づくりフォーラムが開催される。
  同月 健康づくり推進事業として都内小学校の保護者を対

象にパン実技講習会を開催する。
  11月 東京都の地場産物として八丈島産「ムロアジ」と「トビ

ウオ」のミンチの供給を開始する。
  同月 日本古来の食文化である「クジラ」のカット肉及びミ

ンチの供給を開始する。

 18年 3月 国における食育推進基本計画が策定される。
  4月 学校給食規格パンに新規格パン「ナン」を追加し、供

給を開始する。
  同月 九州産小麦粉100％の「冷凍ラーメン」の供給を開始

する。
  7月 東京都教育委員会が「公立学校における食育に関す

る検討委員会」の報告を発表する。
  8月 都内中学校の保護者を対象にパン実技講習会を開

催する。
  9月 東京都における食育推進基本計画が策定される。
  10月 都内小学校の保護者を対象に「八丈島のさかな」を

使った料理講習会を開催する。

 19年 4月 学校給食パンのショートニング及びマーガリンにつ
いてトランス脂肪酸3％以下のものを規格とする。

  同月 「無洗胚芽米」の供給を開始する。
  7月 都内小学生とその保護者を対象にパン実技講習会を

開催する。
  8月 都内小学生とその保護者を対象に親子料理教室を

開催する。
  10月 財団設立50周年を記念し、給食会館にて記念式典及

び食育フェアを実施する。

 20年 1月 東京都伊豆諸島産の天草を100％使用した「糸寒天」
の供給を開始する。

 20年 4月 東京都における栄養教諭制度が導入される。
  同月 学校等における食育推進を支援する目的で、学校給

食における健康づくり事業等の助成を開始する。

 21年 1月 東京都伊豆諸島産「明日葉（冷凍）」の供給を開始
する。

  4月 学校給食法が改正される。
   「学校における食育の推進」「学校給食を活用した食

に関する指導の実施」「学校給食衛生管理基準」など
が新たに規定され大幅な改正となった。

  7月 20年度に文部科学省からの委託事業「学校給食にお
ける新たな地場産物の活用方策等に関する調査研
究」により、伊豆諸島の産物・伝統・文化をまとめた
「東京の島」を発刊するとともに、八丈島産「ムロアジ
厚削り・薄削り」、伊豆諸島産あしたば粉末を使用し
た「あしたばうどん」、伊豆諸島産「あしたば粉末」の
供給を開始する。

 22年 10月 米トレーサビリティ法が施行される。

 23年 3月 公益法人制度改革により、新たな法律のもと東京都
知事から公益財団法人として認定される。

  同月 国における第2次食育推進基本計画が策定される。
  4月 公益財団法人東京都学校給食会へ移行する。
   財団の目的として、「東京都内の学校教育活動の一環

として行われている学校給食の円滑な実施及びその
充実発展に努め、学校給食における食育の推進を支
援することにより、児童生徒の心身の健全な発達及
び広く都民の健全な食生活の実現に寄与すること」
を定款に定める。

  同月 ホームページをリニューアルする。
  同月 新学習指導要領の総則に、学校における食育の推進

が掲げられ、小学校において完全実施される。
  7月 東京都における東京都食育推進計画が改正される。
  11月 福島原発事故以降に、国内で収穫された原料を主原

料とする物資を中心に、放射能検査を実施する。

 24年 4月 業務課に食育推進係を設置し、学校における食育の
推進を支援する体制の整備をする。

  同月 中学校においても、新学習指導要領が完全実施さ
れる。

 25年 1月 国における「学校給食実施基準」「夜間学校給食実施
基準」「特別支援学校の幼稚部及び高等部における
学校給食実施基準」が一部改正される。

  5月 学校給食規格パンに東京都地場産物として八丈島産
の明日葉粉末を使用した「あしたばパン」を追加し、
供給を開始する。

 26年 3月 東京都の地場産物を活用した「TOKYO地場産物レ
シピ集」を発刊する。

  4月 学校給食規格パンに「米粉パン」を追加し、供給を開
始する。

  同月 卵を除いた生パスタの供給を開始する。
  5月 新規採用者向けに「味めぐりカフェ」を開催する。

 27年 4月 パン検討委員会の答申に基づき、学校給食用パンの
規格等の改定を行う。小麦粉のビタミン強化を廃止
するとともに、基準配合パンの食塩配合割合を0.2%
減らす。

 28年 3月 国における第3次食育推進基本計画が策定される。
  4月 1等粉使用のハイブレッドパンに替えて、国内産小麦

粉を100％使用した「国内産小麦粉パン」の供給を開
始する。

  同月 パン加工委託工場の異物混入防止の強化を図るた
め「全パン連フードセーフティ監査」を開始する。

  同月 東京都における東京都食育推進計画が改定される。
  9月 国内産小麦粉を100％使用した「冷凍ちゃんぽん」

「冷凍ほうとう」の供給を開始する。

 29年 3月 国における小・中学校新学習指導要領が公示される。

4



東京都学校給食会の歩み

東京都学校衛生会学校給食事業部
昭和22年9月1日～昭和25年3月31日

東京都の戦後の学校給食は昭和21年1月に開始され
ました。当時の給食用物資は米軍放出の缶詰、ララ
救援物資の小麦粉、ミルク、野菜、調味料及び燃料など
でありました。これらの物資の取扱い機関として、昭和
22年9月1日東京都教育局体育課にあった東京都学校
衛生会の中に、新たに学校給食事業部が設置され、物
資の調達、供給などの事業を行いました。

東京都学校給食会（任意団体）
昭和25年4月1日～昭和32年9月30日

任意団体としての東京都学校給食会は、昭和23年12
月の文部省通達「給食用物資受入体制の整備と強化」
に沿い、給食実施学校を会員とし、東京都教育長を会
長として昭和25年4月1日に発足し、学校給食事業部
のあとを継ぎ、物資の供給及び学校給食の普及推進事
業を行いました。

財団法人東京都学校給食会
昭和32年10月1日～平成23年3月31日

昭和29年学校給食法の制定・施行に伴い、国は学校給
食の推進に不可欠な基本物資の確保を図るため、昭和
30年特殊法人日本学校給食会を発足させるとともに、
学校給食用物資を適正円滑に供給する機関として、都
道府県学校給食会の法人化を推進しました。本会はこ
の趣旨に沿って、昭和32年10月1日に東京都教育委
員会の設立許可を受け、財団法人として発足し、前身
である任意団体東京都学校給食会の事業を引き継ぎ
ました。

公益財団法人東京都学校給食会
平成23年4月～現在

公益財団法人東京都学校給食会へ移行しました。財団
の目的として、「東京都内の学校教育活動の一環として
行われている学校給食の円滑な実施及びその充実
発展に努め、学校給食における食育の推進を支援する
ことにより、児童生徒の心身の健全な発達及び都民の
健全な食生活の実現に寄与すること」を定款に定めま
した。

 32年 10月 財団法人東京都学校給食会設立。
  ◎ 取扱物資は、小麦粉、脱脂粉乳、全脂粉乳及びバター。

 34年 5月 広報「東京都の学校給食」を創刊。

 38年 1月 「学校給食用小麦粉の取扱要領」の改定により、給食
会は学校長の申請数量を取りまとめ、東京都教育委
員会の承認を受け、日本学校給食会を経由して文部
省に申請し、食糧事務所から買い受けた学校給食用
原麦を製品加工し、学校長等に供給することとなる。

 39年 ◎ 学校給食にめん類が導入されることになり、全国に
先駆けて加工委託方式によるソフトめんの供給を開
始する。

 42年 ◎ 調理用薄力粉の供給を開始する。
  ◎ 一般物資のあっせん業務を開始する。

 45年 ◎ 加工委託方式による乾めん及びむし中華めんの供給
を開始する。

 46年 4月 学校給食用パン・牛乳の一括供給を開始する。
   加工委託方式による製品の供給に変更し、併せて基

準パン（食パン・コッペパン）のほかに、特殊加工パン
3種類（ロールパン・ぶどうパン・黒パン）の規格を東
京都教育委員会で定める。

  ◎ 乾めんの供給を中止し、これに代えて加工委託方式
の生めんの供給を開始する。

 47年 ◎ 国の米利用実験事業の一環として、日本学校給食会
から供給される実験指定校用米穀の受託業務及び
米加工品（アルファ化米等）の供給を開始する。

 49年 2月 学校等に対する情報提供を充実させるため、「学校給
食物資情報」の発行を開始する。

  4月 東京都教育委員会の定める特殊加工パンの規格が
7種類に改定される。

  同月 一般物資の本格的な供給を開始する。取扱品目は、
調味料類、乾物類等39品目。

 51年 4月 学校給食米について、日本学校給食会からの受託業
務として取扱いを開始し、また加工委託方式による
米飯の供給も開始する。

 52年 4月 開発製品無添加しょうゆの取扱いを開始する。

 55年 3月 東京都学校給食会館が竣工する。
  6月 食品検査室の機能を整備し、取扱物資の自主検査を

開始する。

 56年 4月 東京都教育委員会の「学校給食用パン及び牛乳供給
要綱」の改正により、パンの規格・加工賃については
本会が東京都教育委員会の承認を受けて決定するこ
ととなる。

 59年 4月 パン検討委員会の答申に基づき、学校給食用パンの
規格等の改定を行う。規格パンの種類は13種類、形
状は12種類となる。

 60年 4月 東京都からの夜間定時制高等学校給食調理業務を
受託し実施する。（委託校30校、16業者）

 61年 4月 強力粉使用のめんに加え、新たに中力粉使用のゆで
めん及びむし中華めんの供給を開始する。

 63年 4月 新たに準強力粉使用のむし中華めん・ゆで中華めん・
ソフトめん及びワンタンの皮の供給を開始する。

 2年 9月 従来の学校給食パンに加え1等粉使用のハイブレッ
ドパン4種類の供給を開始する。

  同月 新たに準強力粉使用の生中華めんの供給を開始する。

 3年 5月 単位制高等学校である新宿山吹高等学校の食堂運
営業務を受託し実施する。

公益財団法人東京都学校給食会は
都内の学校給食実施学校に
安全で良質な学校給食用食材を円滑に供給し、
あわせて学校給食の充実を図るとともに、
食育を推進するためこれを支援する事業を
実施しています。

 8年 4月 東京都教育委員会から都立盲・ろう・養護学校給食
調理業務の管理・普及業務を受託する。（初年度3校）
また、夜間定時制高等学校給食調理業務も管理・普
及業務の受託となる。

  同月 基準パンについて、より良質でおいしいパンにするた
め砂糖を1%増量して5%とする。

 11年 1月 生パスタの供給を開始する。

 12年 3月 学校給食用米穀の値引き措置が終了する。
  4月 米穀については、引き続き政府米による供給を継続

する。

 13年 1月 学校等の要望により、遺伝子組換え食品への対応と
して、非遺伝子組換え大豆を使用した「厳選しょう
ゆ」、遺伝子組換え対象外作物のひまわりの種子を使
用した「ひまわり油」の供給を開始する。

  4月 国内産小麦粉を100％使用した「冷凍うどん」の供給
を開始する。

  同月 米穀については、政府米から自主流通米に切り換
える。

 14年 4月 アレルギー物資を含む食品に関する表示が義務化さ
れる。

  同月 規格パンの種類を7種類（パンプキンパン等）追加し、
合計25種類とする。

  同月 従来の精米に加えて「無洗米」の供給を開始する。

 15年 4月 パン・めん等加工委託工場の衛生管理の徹底を図る
ため、食品衛生コンサルタントによる衛生巡回指導を
開始する。

 16年 1月 国内産小麦100％「国内産薄力粉」の供給を開始する。
  2月 東京都教育委員会が「都立学校における健康づくり

推進計画」を策定し、本会も関係団体として健康づく
りフォーラムの開催や地域・保護者に対する食の指
導に関する事業を行うこととなる。

 17年 2月 ホームページを開設する。
  4月 栄養教諭制度が創設される。
  6月 食育基本法が制定公布される。
  8月 第1回東京都健康づくりフォーラムが開催される。
  同月 健康づくり推進事業として都内小学校の保護者を対

象にパン実技講習会を開催する。
  11月 東京都の地場産物として八丈島産「ムロアジ」と「トビ

ウオ」のミンチの供給を開始する。
  同月 日本古来の食文化である「クジラ」のカット肉及びミ

ンチの供給を開始する。

 18年 3月 国における食育推進基本計画が策定される。
  4月 学校給食規格パンに新規格パン「ナン」を追加し、供

給を開始する。
  同月 九州産小麦粉100％の「冷凍ラーメン」の供給を開始

する。
  7月 東京都教育委員会が「公立学校における食育に関す

る検討委員会」の報告を発表する。
  8月 都内中学校の保護者を対象にパン実技講習会を開

催する。
  9月 東京都における食育推進基本計画が策定される。
  10月 都内小学校の保護者を対象に「八丈島のさかな」を

使った料理講習会を開催する。

 19年 4月 学校給食パンのショートニング及びマーガリンにつ
いてトランス脂肪酸3％以下のものを規格とする。

  同月 「無洗胚芽米」の供給を開始する。
  7月 都内小学生とその保護者を対象にパン実技講習会を

開催する。
  8月 都内小学生とその保護者を対象に親子料理教室を

開催する。
  10月 財団設立50周年を記念し、給食会館にて記念式典及

び食育フェアを実施する。

 20年 1月 東京都伊豆諸島産の天草を100％使用した「糸寒天」
の供給を開始する。

 20年 4月 東京都における栄養教諭制度が導入される。
  同月 学校等における食育推進を支援する目的で、学校給

食における健康づくり事業等の助成を開始する。

 21年 1月 東京都伊豆諸島産「明日葉（冷凍）」の供給を開始
する。

  4月 学校給食法が改正される。
   「学校における食育の推進」「学校給食を活用した食

に関する指導の実施」「学校給食衛生管理基準」など
が新たに規定され大幅な改正となった。

  7月 20年度に文部科学省からの委託事業「学校給食にお
ける新たな地場産物の活用方策等に関する調査研
究」により、伊豆諸島の産物・伝統・文化をまとめた
「東京の島」を発刊するとともに、八丈島産「ムロアジ
厚削り・薄削り」、伊豆諸島産あしたば粉末を使用し
た「あしたばうどん」、伊豆諸島産「あしたば粉末」の
供給を開始する。

 22年 10月 米トレーサビリティ法が施行される。

 23年 3月 公益法人制度改革により、新たな法律のもと東京都
知事から公益財団法人として認定される。

  同月 国における第2次食育推進基本計画が策定される。
  4月 公益財団法人東京都学校給食会へ移行する。
   財団の目的として、「東京都内の学校教育活動の一環

として行われている学校給食の円滑な実施及びその
充実発展に努め、学校給食における食育の推進を支
援することにより、児童生徒の心身の健全な発達及
び広く都民の健全な食生活の実現に寄与すること」
を定款に定める。

  同月 ホームページをリニューアルする。
  同月 新学習指導要領の総則に、学校における食育の推進

が掲げられ、小学校において完全実施される。
  7月 東京都における東京都食育推進計画が改正される。
  11月 福島原発事故以降に、国内で収穫された原料を主原

料とする物資を中心に、放射能検査を実施する。

 24年 4月 業務課に食育推進係を設置し、学校における食育の
推進を支援する体制の整備をする。

  同月 中学校においても、新学習指導要領が完全実施さ
れる。

 25年 1月 国における「学校給食実施基準」「夜間学校給食実施
基準」「特別支援学校の幼稚部及び高等部における
学校給食実施基準」が一部改正される。

  5月 学校給食規格パンに東京都地場産物として八丈島産
の明日葉粉末を使用した「あしたばパン」を追加し、
供給を開始する。

 26年 3月 東京都の地場産物を活用した「TOKYO地場産物レ
シピ集」を発刊する。

  4月 学校給食規格パンに「米粉パン」を追加し、供給を開
始する。

  同月 卵を除いた生パスタの供給を開始する。
  5月 新規採用者向けに「味めぐりカフェ」を開催する。

 27年 4月 パン検討委員会の答申に基づき、学校給食用パンの
規格等の改定を行う。小麦粉のビタミン強化を廃止
するとともに、基準配合パンの食塩配合割合を0.2%
減らす。

 28年 3月 国における第3次食育推進基本計画が策定される。
  4月 1等粉使用のハイブレッドパンに替えて、国内産小麦

粉を100％使用した「国内産小麦粉パン」の供給を開
始する。

  同月 パン加工委託工場の異物混入防止の強化を図るた
め「全パン連フードセーフティ監査」を開始する。

  同月 東京都における東京都食育推進計画が改定される。
  9月 国内産小麦粉を100％使用した「冷凍ちゃんぽん」

「冷凍ほうとう」の供給を開始する。

 29年 3月 国における小・中学校新学習指導要領が公示される。
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■
小
麦
粉
の
歴
史

　
小
麦
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア（
現
在
の
イ
ラ
ク
）

近
辺
を
原
産
地
と
し
、
人
類
最
初
の
作
物
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
古
代
遺
跡
か
ら
麦
の

穂
や
粒
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
今
か
ら
1
万
年

以
上
も
前
か
ら
人
類
は
小
麦
を
食
べ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
製
粉
の
歴
史
は
、
平
ら
な
石
の
上
に
小
麦
粒

を
置
き
、
石
片
で
つ
ぶ
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
ら
な
石
は
、
中
央
が
く
ぼ

ん
だ
鉢
型
の
も
の
に
変
わ
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト

で
は
、「
サ
ド
ル
カ
ー
ン
」と
呼
ば
れ
る
道
具
に

進
化
し
、
ふ
る
い
も
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
作
っ
た
粉
を
水
で
練
り
、
焼
き
石
の

上
に
お
き
、
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
石
臼
を
手
で
回
転
さ
せ
て
製
粉

す
る
方
法
が
考
え
出
さ
れ
、
改
良
を
加
え
な
が

ら
4
0
0
0
年
も
の
間
使
わ
れ
続
け
ま
し
た
。

　
ロ
ー
マ
時
代
に
は
製
粉
が
職
業
と
な
り
、
大

規
模
化
が
進
み
ま
し
た
。
17
世
紀
の
初
め
ま
で

は
、
小
麦
を
1
回
で
粉
に
し
て
し
ま
う
製
粉
方

法
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
1
度
砕
い

た
小
麦
を
ふ
る
い
に
か
け
、
粗
い
部
分
を
再
び

ふ
る
い
に
か
け
る「
段
階
式
製
粉
方
式
」が
フ
ラ

ン
ス
で
始
ま
り
ま
し
た
。
18
世
紀
に
は
、
イ
ギ

リ
ス
で
蒸
気
機
関
を
利
用
し
た
大
規
模
な
製
粉

工
場
が
建
設
さ
れ
、19
世
紀
に
入
る
と「
ロ
ー
ラ

ー
ミ
ル
」と
い
う
粉
砕
機
が
開
発
さ
れ
、石
臼
に

代
わ
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
麦
が
日
本
へ
伝
来
し
た
の
は
紀
元
前
1
世

紀
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
て
、
弥
生
時
代
中
頃
に

は
す
で
に
小
麦
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
小
麦
粉
を
使
っ
た
食
べ
物
と
し
て
は
西
洋
で

は
パ
ン
、
東
洋
で
は
麺
が
発
達
し
ま
し
た
。
日

本
で
は
7
世
紀
頃
か
ら
遣
唐
使
に
よ
っ
て
中
国

に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
室

町
時
代
に
は
、そ
ー
め
ん（
索
麺
）や
う
ど
ん（
饂

飩
）、
ほ
う
と
う（
は
う
た
う
）と
と
も
に
い
く

つ
も
の
文
献
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

の
よ
う
に
生
地
を
麺
棒
で
伸
ば
し
、
包
丁
で
切

る
う
ど
ん
の
原
型
が
で
き
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
製
粉
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は

農
家
や
商
人
が
石
臼
な
ど
を
使
っ
て
小
規
模
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
に
入
り
近
代
的
な

製
粉
を
行
う
会
社
が
設
立
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

■
小
麦
の
主
要
生
産
国

及
び
輸
入
状
況

　
小
麦
は
、
気
候
温
和
で
比
較
的
乾
燥
し
た
土

地
を
好
む
作
物
で
す
が
、
米
や
と
う
も
ろ
こ
し

に
比
べ
て
風
土
や
気
候
に
適
応
し
や
す
い
作
物

で
あ
り
世
界
各
地
で
幅
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
の
小
麦
生
産
量
は
、
お
お
よ
そ
7
億

5
0
0
0
万
ト
ン（
2
0
1
6
／
1
7
年
度
）で
、

Ｅ
Ｕ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
が
主
要
な
生
産
国
で
す
。
そ
の
う
ち
1
億

8
0
0
0
万
ト
ン
が
世
界
各
地
で
取
引
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
日
本
で
も
年
間
80
万
ト
ン（
2
0
1
6
／
1
7

年
度
）ほ
ど
の
小
麦
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、国

内
消
費
量
の
15
％
程
度
な
の
で
、
そ
れ
だ
け
で

は
必
要
分
に
足
り
ず
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
年
間
約
5
0
0
万

ト
ン
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。

■
小
麦
粉
の
構
造
、
種
類
、

製
粉
種
類

　
小
麦
は
、
米
と
違
い
外
側
の
皮
部
が
硬
く
、

内
側
の
胚
乳
部
が
柔
ら
か
い
た
め
、
米
の
よ
う

に
外
側
か
ら
削
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
小
麦
を
大
き
く
挽
き
割
っ
た
の
ち
、
内
側

の
胚
乳
部
を
か
き
と
る
方
法
で
製
粉
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
日
本
の
小
麦
粉
は
、
多
く
の
粉
砕
機
を
使
用

し
、
ふ
る
い
は
目
が
と
て
も
細
か
い
も
の
を
使

用
し
な
が
ら
、
粉
砕
・
ふ
る
い
分
け
・
純
化
を

何
度
も
繰
り
返
し
と
て
も
丁
寧
に
作
ら
れ
ま
す
。

（
段
階
式
製
粉
）
ま
た
、
製
粉
工
場
は
、
原
料

搬
入
か
ら
包
装
ま
で
自
動
化
さ
れ
た
設
備
を
使

い
、
厳
し
い
品
質
検
査
や
様
々
な
安
全
対
策
を

と
っ
て
お
り
、
日
本
の
製
粉
工
場
の
設
備
と
技

術
水
準
、
小
麦
粉
の
品
質
水
準
は
世
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
言
え
ま
す
。

　
小
麦
粉
は
、
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
の
量
と

質
に
よ
っ
て
強
力
粉
、
中
力
粉
、
薄
力
粉
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
麦
粉
は
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
日
本
な

ど
の
国
々
の
小
麦
を
用
途
に
合
わ
せ
使
い
分
け

作
り
ま
す
。
強
力
粉
は
パ
ン
や
中
華
め
ん
な
ど

に
、
中
力
粉
は
う
ど
ん
な
ど
、
薄
力
粉
は
ケ
ー

キ
や
天
ぷ
ら
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
知
っ
て
得
す
る

小
麦
粉
の
豆
知
識

　
小
麦
粉
は
、
に
お
い
が
つ
き
や
す
い
の
で
、

に
お
い
が
強
い
も
の
と
一
緒
に
保
管
し
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
ま

た
湿
気
に
も
敏
感

で
す
の
で
涼
し
く

乾
い
た
場
所
で
保

管
し
ま
す
。
冷
蔵

庫
で
の
保
管
は
、

結
露
に
よ
り
粉
の

塊
や
カ
ビ
を
発
生

さ
せ
る
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
開
封
後
も
し
っ
か
り
と
封
を
す
れ
ば
常
温

保
管
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
料
理
に
一

度
使
っ
た
後
の
小
麦
粉
は
、
具
材
の
切
れ
端
が

袋
に
入
っ
た
り
、
水
気
を
吸
っ
て
カ
ビ
の
原
因

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、元
に
戻
さ
な

い
の
が
基
本
で
す
。

　
小
麦
粉
は
生
の
状
態
だ
と
消
化
さ
れ
に
く
い

た
め
、
加
熱
調
理
し
て
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

知識
食
品豆

日
本
製
粉
株
式
会
社
製
粉
業
務
部  

生
産
管
理
チ
ー
ム  

品
川  

剛

小
麦
粉
の
は
な
し

その12

世界の小麦生産地域と生産量

オーストラリア（豪）

25.535.0

インド
0.4

87.0

中国
0.8

128.9

ロシア

28.5

72.5

EU

25.5

144.7

カナダ（加）

20.5
31.7

アメリカ（米）

27.9

62.9

アルゼンチン

10.116.0

【凡例】

単位：100万トン

輸出量生産量

日本における小麦の需要と供給
平成20年度
5,093

平成21年度
5,205

平成22年度
5,366

平成23年度
5,371

平成24年度
5,386

平成25年度
5,339

平成26年度
5,355

平成27年度

（農林水産省：食料需給表による）

（日本関税協会・日本貿易月表より）

（単位：千t）

5,340食料用総需要量（千t）
年

アメリカ
2,487千ｔ
49.1％カナダ

1,730千ｔ
34.1％

オーストラリア
844千ｔ
16.6％

H28（CY）
総輸入量
5,067千ｔ

その他 7千ｔ

外国産小麦輸入数量（平成28年）日本の小麦の年間総需要量

アメリカ
カナダ

オーストラリア
その他
計

年
外国産小麦輸入数量

平成21年
2,832
942
831
3

4,608

平成22年
3,294
1,003
1,039

4
5,340

平成23年
3,591
1,214
1,135

4
5,944

平成24年
2,919
1,291
868
4

5,082

平成25年
2,777
1,558
938
6

5,280

平成26年
2,733
1,708
929
7

5,377

平成27年
2,734
1,575
902
7

5,218

平成28年
2,487
1,730
844
7

5,067

（農林水産省：4麦の収穫量による）

作付面積（千ha）
生産量（千t）

年産
国内産小麦生産量

平成21年
208
674

平成22年
207
571

平成23年
212
746

平成24年
209
858

平成25年
210
812

平成26年
213
852

平成27年
213
1,004

平成28年
214
791

出典：USDA「Grain：World Markets and Trade」2017年3月
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■
小
麦
粉
の
歴
史

　
小
麦
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア（
現
在
の
イ
ラ
ク
）

近
辺
を
原
産
地
と
し
、
人
類
最
初
の
作
物
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
古
代
遺
跡
か
ら
麦
の

穂
や
粒
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
今
か
ら
1
万
年

以
上
も
前
か
ら
人
類
は
小
麦
を
食
べ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
製
粉
の
歴
史
は
、
平
ら
な
石
の
上
に
小
麦
粒

を
置
き
、
石
片
で
つ
ぶ
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
ら
な
石
は
、
中
央
が
く
ぼ

ん
だ
鉢
型
の
も
の
に
変
わ
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト

で
は
、「
サ
ド
ル
カ
ー
ン
」と
呼
ば
れ
る
道
具
に

進
化
し
、
ふ
る
い
も
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
作
っ
た
粉
を
水
で
練
り
、
焼
き
石
の

上
に
お
き
、
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
石
臼
を
手
で
回
転
さ
せ
て
製
粉

す
る
方
法
が
考
え
出
さ
れ
、
改
良
を
加
え
な
が

ら
4
0
0
0
年
も
の
間
使
わ
れ
続
け
ま
し
た
。

　
ロ
ー
マ
時
代
に
は
製
粉
が
職
業
と
な
り
、
大

規
模
化
が
進
み
ま
し
た
。
17
世
紀
の
初
め
ま
で

は
、
小
麦
を
1
回
で
粉
に
し
て
し
ま
う
製
粉
方

法
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
1
度
砕
い

た
小
麦
を
ふ
る
い
に
か
け
、
粗
い
部
分
を
再
び

ふ
る
い
に
か
け
る「
段
階
式
製
粉
方
式
」が
フ
ラ

ン
ス
で
始
ま
り
ま
し
た
。
18
世
紀
に
は
、
イ
ギ

リ
ス
で
蒸
気
機
関
を
利
用
し
た
大
規
模
な
製
粉

工
場
が
建
設
さ
れ
、19
世
紀
に
入
る
と「
ロ
ー
ラ

ー
ミ
ル
」と
い
う
粉
砕
機
が
開
発
さ
れ
、石
臼
に

代
わ
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
麦
が
日
本
へ
伝
来
し
た
の
は
紀
元
前
1
世

紀
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
て
、
弥
生
時
代
中
頃
に

は
す
で
に
小
麦
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
小
麦
粉
を
使
っ
た
食
べ
物
と
し
て
は
西
洋
で

は
パ
ン
、
東
洋
で
は
麺
が
発
達
し
ま
し
た
。
日

本
で
は
7
世
紀
頃
か
ら
遣
唐
使
に
よ
っ
て
中
国

に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
室

町
時
代
に
は
、そ
ー
め
ん（
索
麺
）や
う
ど
ん（
饂

飩
）、
ほ
う
と
う（
は
う
た
う
）と
と
も
に
い
く

つ
も
の
文
献
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

の
よ
う
に
生
地
を
麺
棒
で
伸
ば
し
、
包
丁
で
切

る
う
ど
ん
の
原
型
が
で
き
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
製
粉
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は

農
家
や
商
人
が
石
臼
な
ど
を
使
っ
て
小
規
模
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
に
入
り
近
代
的
な

製
粉
を
行
う
会
社
が
設
立
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

■
小
麦
の
主
要
生
産
国

及
び
輸
入
状
況

　
小
麦
は
、
気
候
温
和
で
比
較
的
乾
燥
し
た
土

地
を
好
む
作
物
で
す
が
、
米
や
と
う
も
ろ
こ
し

に
比
べ
て
風
土
や
気
候
に
適
応
し
や
す
い
作
物

で
あ
り
世
界
各
地
で
幅
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
の
小
麦
生
産
量
は
、
お
お
よ
そ
7
億

5
0
0
0
万
ト
ン（
2
0
1
6
／
1
7
年
度
）で
、

Ｅ
Ｕ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
が
主
要
な
生
産
国
で
す
。
そ
の
う
ち
1
億

8
0
0
0
万
ト
ン
が
世
界
各
地
で
取
引
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
日
本
で
も
年
間
80
万
ト
ン（
2
0
1
6
／
1
7

年
度
）ほ
ど
の
小
麦
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、国

内
消
費
量
の
15
％
程
度
な
の
で
、
そ
れ
だ
け
で

は
必
要
分
に
足
り
ず
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
年
間
約
5
0
0
万

ト
ン
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。

■
小
麦
粉
の
構
造
、
種
類
、

製
粉
種
類

　
小
麦
は
、
米
と
違
い
外
側
の
皮
部
が
硬
く
、

内
側
の
胚
乳
部
が
柔
ら
か
い
た
め
、
米
の
よ
う

に
外
側
か
ら
削
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
小
麦
を
大
き
く
挽
き
割
っ
た
の
ち
、
内
側

の
胚
乳
部
を
か
き
と
る
方
法
で
製
粉
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
日
本
の
小
麦
粉
は
、
多
く
の
粉
砕
機
を
使
用

し
、
ふ
る
い
は
目
が
と
て
も
細
か
い
も
の
を
使

用
し
な
が
ら
、
粉
砕
・
ふ
る
い
分
け
・
純
化
を

何
度
も
繰
り
返
し
と
て
も
丁
寧
に
作
ら
れ
ま
す
。

（
段
階
式
製
粉
）
ま
た
、
製
粉
工
場
は
、
原
料

搬
入
か
ら
包
装
ま
で
自
動
化
さ
れ
た
設
備
を
使

い
、
厳
し
い
品
質
検
査
や
様
々
な
安
全
対
策
を

と
っ
て
お
り
、
日
本
の
製
粉
工
場
の
設
備
と
技

術
水
準
、
小
麦
粉
の
品
質
水
準
は
世
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
言
え
ま
す
。

　
小
麦
粉
は
、
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
の
量
と

質
に
よ
っ
て
強
力
粉
、
中
力
粉
、
薄
力
粉
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
麦
粉
は
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
日
本
な

ど
の
国
々
の
小
麦
を
用
途
に
合
わ
せ
使
い
分
け

作
り
ま
す
。
強
力
粉
は
パ
ン
や
中
華
め
ん
な
ど

に
、
中
力
粉
は
う
ど
ん
な
ど
、
薄
力
粉
は
ケ
ー

キ
や
天
ぷ
ら
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
知
っ
て
得
す
る

小
麦
粉
の
豆
知
識

　
小
麦
粉
は
、
に
お
い
が
つ
き
や
す
い
の
で
、

に
お
い
が
強
い
も
の
と
一
緒
に
保
管
し
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
ま

た
湿
気
に
も
敏
感

で
す
の
で
涼
し
く

乾
い
た
場
所
で
保

管
し
ま
す
。
冷
蔵

庫
で
の
保
管
は
、

結
露
に
よ
り
粉
の

塊
や
カ
ビ
を
発
生

さ
せ
る
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
開
封
後
も
し
っ
か
り
と
封
を
す
れ
ば
常
温

保
管
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
料
理
に
一

度
使
っ
た
後
の
小
麦
粉
は
、
具
材
の
切
れ
端
が

袋
に
入
っ
た
り
、
水
気
を
吸
っ
て
カ
ビ
の
原
因

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、元
に
戻
さ
な

い
の
が
基
本
で
す
。

　
小
麦
粉
は
生
の
状
態
だ
と
消
化
さ
れ
に
く
い

た
め
、
加
熱
調
理
し
て
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

米 小麦

硬 軟胚乳部

皮部 硬軟

粒状の胚乳部抽出可能 粉砕の必要性（製粉）

外皮を籾（もみ）として
簡単に分離できる。

外皮が強靭で胚乳部に
強く密着しているので、
容易に分離できない。

小麦の物性（米との比較）

大きく砕いてから内側の
胚乳部を皮部からかきとる

外側からそのまま
削ることができる（ ） （ ）

出典：（財）製粉振興会「小麦粉ハンドブック」より

小麦粉の種類と用途

硬質小麦
（カナダ、アメリカ産など）

中間質または軟質小麦
（オーストラリア、日本など）

軟質小麦
（アメリカ、日本など）

原料精選機
小麦に混じるきょう雑物を
完全にとり除きます。

調質タンク
小麦に少量の水
を加えて粉砕し
やすくします。

ふるい機
粉砕した小麦を粉と
ふすまにふるい分け
ます。

ピュリファイヤー
粉砕した小麦の胚乳部を
振動ふるいと風力で純化
します。

粉サイロ
製粉された粉を
貯蔵します。

金属片などの
混入をチェック
します。

内容量を
チェック
します。

ロール機
小麦を粉砕します。粉砕
されたものはふるいに

かけ、さらに
別のロールに
かけられます。

サイロから原料
小麦を受け入れ、
貯蔵します。

〈受入〉 〈精選・調質〉 〈ふるい分け・仕上げ〉

〈挽砕〉

サイロ

原料タンク

次
の
ロ
ー
ル
機
へ

〈包装〉

パン・めん・菓子工場へ 家庭へ
バラ出荷

再ふるい機

金属
除去装置

金属検出機

検量機

金属検出機

検量機

大袋包装機
（業務用）

小袋包装機
（家庭用）

出典：（財）製粉振興会「小麦粉ハンドブック」より

小麦粉ができるまで

強力粉

多い
少ない

強い
弱い

粗い 細かい

中力粉 薄力粉

パン・ギョウザの皮・中華めん・ピザ うどん・そのほかの料理 ケーキ・菓子・天ぷら・そのほかの料理

グルテンの量

グルテンの性質

粒　度

原料小麦の種類

主
な
用
途

知識
食
品豆
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平
成
29
年
11
月
9
日（
木
）・
10
日（
金
）
鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
に
お
い
て
、
第
68
回
全
国
学
校
給
食
研
究

協
議
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
1
日
目
は
文
部
科

学
大
臣
賞
表
彰
式
、
文
部
科
学
省
説
明
、
特
別
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
学
校
16
校
、

共
同
調
理
場
4
場
、
個
人
15
名
、
団
体
1
組
で
し
た
。

　
文
部
科
学
省
説
明
は
、「
学
校
に
お
け
る
食
育
の

推
進
」と
題
し
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
健

康
教
育
・
食
育
課
長 

三
谷 

卓
也
氏
に
よ
る「
第
三

次
食
育
推
進
基
本
計
画
」「
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
」

「
栄
養
教
諭
の
配
置
促
進
」等
に
つ
い
て
の
行
政
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
健
康
教
育
・
食
育
課
学
校
給
食
調
査
官 

齋

藤
る
み
氏
よ
り「
学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
育
の
推

進
」に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
三
次
食
育
推
進
基
本
計
画

　
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
5
年
間
を

期
間
と
し
、
推
進
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
柱
と
な

る
5
つ
の
重
点
課
題
と
そ
の
目
標
の
う
ち
学
校
教
育

関
係
の
数
値
目
標
と
現
状
値
を
抜
粋
し
て
説
明
が
あ

っ
た
。「
中
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
実
施
率
」で
は
、

目
標
値
の
90
％
を
上
回
っ
た
が「
朝
食
を
欠
食
す
る

子
供
の
割
合
0
％
」は
4
・
5
％
、「
学
校
給
食
に
お

け
る
地
場
産
物
を
使
用
す
る
割
合
30
％
」は
25
・
8

％
、「
学
校
給
食
に
お
け
る
国
産
食
材
を
使
用
す
る

割
合
80
％
」は
75
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、
更
な
る
地

場
産
物
の
活
用
な
ど
、
達
成
を
目
指
し
た
取
組
み
を

考
え
て
欲
し
い
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂

　
平
成
29
年
3
月
に
公
示
さ
れ
た
小
・
中
学
校
新
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
第
1
章 

総
則
で
は
、
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
特
定
の
教
科
だ

け
で
な
く
、
各
教
科
等
、
全
体
を
通
し
て
行
う
こ
と

が
明
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
校
運
営
上
の
留
意
事
項

と
し
て
教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
と
も
関
連
づ
け

な
が
ら
効
果
的
な
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
留
意
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
高
校
を
卒
業
す
る
時
の
姿
を
想
定
し
、
教
育
課
程

総
体
と
し
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
が
育
ま
れ
る

よ
う
、
教
科
横
断
的
な
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
欲
し

い
。
改
訂
の
趣
旨
を
理
解
し
、
本
格
的
な
実
施
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
欲
し
い
。

栄
養
教
諭
の
配
置
促
進

　
平
成
29
年
度
の
栄
養
教
諭
配
置
数（
学
校
基
本
調

査
速
報
値
）は
、
6
，0
0
0
人
を
超
え
た
。
配
置
促

進
を
進
め
る
中
、
学
校
に
お
け
る
栄
養
教
諭
の
役
割

を
明
確
化
し
、
学
校
や
自
治
体
に
お
け
る
理
解
促
進

を
目
的
に「
栄
養
教
諭
を
中
核
と
し
た
こ
れ
か
ら
の

学
校
の
食
育
〜
チ
ー
ム
学
校
で
取
り
組
む
食
育
推
進

の
P
D
C
A
〜
」を
作
成
し
た
。
学
校
に
お
い
て
全

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
食
育
を
推
進
す
る
た
め
の

バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
欲

し
い
。

学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
育
の
推
進

　
学
校
給
食
は
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
衛
生
管
理
・
危
機
管
理
を
徹
底

し
、
学
校
給
食
摂
取
基
準
等
に
配
慮
し
た
献
立
作
成

と
適
切
な
栄
養
管
理
の
も
と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
美
味
し
い
給
食
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
基
本
で

あ
る
。
そ
の
上
で
、
給
食
時
間
の
指
導
や
、
各
教
科

等
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、「
平
成
28
年
度
社
会
的
課
題
に
対

応
す
る
た
め
の
学
校
給
食
の
活
用
事
業
」と
し
て
地

産
地
消
の
推
進
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
、
伝
統
的
食
文

化
の
継
承
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
紹
介

し
、
本
事
業
の
受
託
終
了
後
も
継
続
し
、
他
地
域
へ

の
発
信
を
行
っ
て
欲
し
い
。
本
大
会
に
は
、
栄
養
教

諭
・
学
校
栄
養
職
員
を
は
じ
め
多
く
の
学
校
給
食
関

係
者
が
参
加
し
て
い
る
が
、
今
回
説
明
し
た
学
校
給

食
の
役
割
、
法
的
根
拠
、
求
め
ら
れ
る
給
食
管
理
、

学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
改
め

て
確
認
、
理
解
し
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
学
校
給
食
の

普
及
充
実
、
さ
ら
な
る
推
進
、
発
信
を
し
て
欲
し
い
。

特
別
講
演「
彩
の
あ
る
食
と
音
楽
」

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

　辛
島

　美
登
里
氏

　
子
供
の
頃
か
ら
食
べ
る
事
が
大
好
き
で
、
大
の
食

い
し
ん
坊
だ
っ
た
。
3
時
間
目
が
終
わ
っ
た
休
み
時

間
に
並
ぶ
給
食
の
サ
ン
プ
ル
を
覗
き
に
行
く
の
が
日

課
だ
っ
た
。
給
食
当
番
の
際
、
均
等
に
配
膳
す
る
よ

う
工
夫
し
た
り
、
教
室
を
見
渡
せ
ば
、
食
の
細
い
子

や
た
く
さ
ん
食
べ
る
子
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

様
々
で
給
食
を
通
し
て
他
者
を
知
り
、
理
解
し
た
。

授
業
と
は
違
う
学
び
が
得
ら
れ
る
の
が
給
食
で
あ

り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
食
育
の

推
進
な
ど
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
学
校
給
食

は
、
世
界
で
も
稀
有
な
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

2
日
目 

第
8
分
科
会「
学
校
給
食
に
お
け
る

衛
生
管
理
及
び
危
機
管
理
の
在
り
方
」

　
研
究
主
題
を「
安
全
か
つ
安
心
な
食
材
の
選
定
及

び
衛
生
管
理
や
危
機
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。」研
究
協
議
事
項
を「
①

安
全
か
つ
安
心
な
食
材
の
選
定
と
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
の
体
制
整
備
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
の
図

り
方
。」「
②
衛
生
管
理
徹
底
の
た
め
の
学
校
給
食
施

設
設
備
及
び
帳
簿
整
備
、
研
修
の
在
り
方
。」「
③
児

童
生
徒
に
対
す
る
安
全
・
衛
生
指
導
と
緊
急
時
対
応

の
在
り
方
。」「
④
災
害
時
に
お
け
る
対
応
と
学
校
給

食
提
供
の
在
り
方
。」と
し
、
奈
良
県
生
駒
市
立
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー 

主
任
調
理
員 

上
野
高
廣
氏
よ
り

「
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め

に
〜
学
校
・
家
庭
・
教
育
委
員
会
と
連
携
し
た
衛
生

管
理
の
確
立
を
め
ざ
し
て
〜
」、
公
益
財
団
法
人
熊

本
県
学
校
給
食
会 

事
務
局
長 

中
島
良
一
氏
よ
り

「
安
全
・
安
心
な
食
材
の
選
定
方
法
及
び
災
害
時
の

対
応
に
つ
い
て
〜
熊
本
地
震
を
経
験
し
て
〜
」、
鹿

児
島
県
鹿
児
島
市
立
鴨
池
中
学
校 

栄
養
教
諭 

今
村

靖
代
氏
よ
り「
安
全
で
衛
生
的
な
魅
力
あ
る
お
い
し

い
学
校
給
食
を
目
指
し
て
〜
衛
生
管
理
の
充
実
に
向

け
た
取
組
〜
」
3
組
の
取
組
が
発
表
さ
れ
、
2
人
の

指
導
助
言
者
か
ら
講
評
が
あ
っ
た
。

　
新
潟
県
新
潟
市
立
関
屋
中
学
校 

栄
養
教
諭 

島
津

美
和
氏
は
、
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
実
施
を
行

う
上
で
各
自
治
体
や
施
設
に
よ
っ
て
様
々
な
課
題
が

あ
る
。
そ
の
問
題
は
、
行
政
、
栄
養
教
諭
・
学
校
栄

養
職
員
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
保
健

所
や
学
校
医
、学
校
薬
剤
師
な
ど
専
門
家
に
相
談
し
、

チ
ー
ム
で
解
決
し
て
欲
し
い
。
本
分
科
会
は
、
調
理

員
、
学
校
給
食
会
、
栄
養
教
諭
と
そ
れ
ぞ
れ
違
う
立

場
か
ら
の
発
表
で
、
共
通
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
安
全
・

安
心
」「
連
携
」だ
っ
た
。
安
全
・
安
心
を
ベ
ー
ス
に

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
共
通
理
解
を
図
っ
た
上
で
連
携

を
し
、
各
地
の
学
校
給
食
が
今
後
ま
す
ま
す
充
実
発

展
し
て
い
く
こ
と
で
本
大
会
の
研
究
主
題
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
ま
と
め
た
。

　
一
方
、
国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
疫
学
セ
ン
タ

ー 

第
2
室
長 

砂
川
富
正
氏
か
ら
は
、
研
究
協
議
事

項
の
内
容
に
関
連
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
感
染

症
の
感
染
経
路
と
対
策
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、

検
査
に
拠
ら
ず
強
化
す
べ
き
対
策
と
し
て「
有
症
者

が
申
告
を
行
い
や
す
い
体
制
」「
流
行
期
に
嘔
吐
・
下

痢
を
認
め
た
場
合
は
感
染
を
疑
い
就
業
停
止
と
す
る

こ
と
」「
効
果
的
な
手
洗
い
が
で
き
る
よ
う
設
備
を
整

え
、
手
指
衛
生
の
指
導
を
定
期
的
に
実
施
」「
吐
物
や

便
で
汚
染
さ
れ
た
環
境
の
消
毒
」を
挙
げ
た
。
食
品

取
扱
者
の
健
康
状
態
確
認（
自
己
申
告
を
含
む
）は

検
査
に
も
ま
し
て
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
次
年
度
は
平
成
30
年
11
月
29
日（
木
）、
30
日（
金
）

に
兵
庫
県
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

会場から望む桜島

第
68
回
全
国
学
校
給
食
研
究
協
議
大
会

　報告

「
生
き
る
力
」を
育
む
食
育
の
推
進
と
学
校
給
食
の
充
実

 
〜
維
新
に
学
び
、食
で
つ
な
が
り
、食
で
育
て
る
、健
や
か
な
子
供
〜

「明治維新と鹿児島の食」
明治維新を成し遂げた薩摩藩を支えた
食について紹介
江戸に嫁いだ篤姫は、故郷鹿児島から麦
みそ、かるかんなど取り寄せていたそう。

鹿児島
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本
会
で
は
毎
年
稲
の
刈
り
取
り
前

に
産
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
9
月
6
日（
水
）に
本
会
取
扱

い
の「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」並
び
に「
ま

っ
し
ぐ
ら
」の
生
産
地
で
あ
る
青
森

県
、
7
日（
木
）に「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

の
生
産
地
で
あ
る
秋
田
県
を
訪
問
し

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

J
A
つ
が
る
に
し
き
た

農
協

　
今
年
は
、
7
月
ま
で
好
天
が
続
き

順
調
に
生
育
が
進
み
ま
し
た
が
、
8

月
に
入
り
低
温
や
日
照
不
足
の
影
響

で
生
育
が
遅
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
悪
天
候
が
続
い
た
こ
と
で
不
稔

（
水
稲
の
穂
に
実
が
入
ら
な
い
こ
と
）

が
平
年
は
4
〜
5
％
の
と
こ
ろ
今
年

は
13
〜
14
％
に
な
り
そ
う
と
の
こ
と

で
し
た
。
収
穫
量
に
つ
い
て
は
、
9

月
の
天
候
が
良
好
で
あ
れ
ば「
平
年

並
み
」と
な
る
見
込
み
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
生
産
者
の
秋
元
さ
ん

に
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ「
今
年
は
、

や
ま
せ（
春
か
ら
秋
に
か
け
て
北
海

道
や
東
北
地
方
な
ど
で
吹
く
冷
風
）

の
影
響
で
生
育
に
不
安
が
残
っ
た

が
、
徐
々
に
天
候
も
回
復
し
て
き
た

の
で
な
ん
と
か
大
丈
夫
だ
ろ
う
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
訪
問

　
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
は

穀
物
を
貯
蔵
す
る
施
設
の
こ
と
で

す
。
こ
の
施
設
で
は
収
穫
し
た
籾
を

14・5
〜
15
％
ま
で
乾
燥
さ
せ
、
そ

の
後
籾
す
り（
籾
か
ら
籾
が
ら
を
取

り
除
く
工
程
）を
行
い
、
選
別
機
を

通
し
て
フ
レ
コ
ン
に
入
れ
、
出
荷
と

い
う
作
業
を
行
い
ま
す
。
訪
問
時
は
、

稲
の
刈
り
取
り
前
だ
っ
た
為
、
乾
燥

機
や
サ
イ
ロ
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

秋
田
県
主
食
集
荷

商
業
協
同
組
合

　
今
年
は
、
7
月
下
旬
と
8
月
下
旬

の
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地

域
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
訪
問
し

た
美
郷
町
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、「
今
年
の
稲

は
草
丈
が
高
い
た
め
、
今
後
の
天
候

に
よ
っ
て
は
倒
伏
す
る
可
能
性
が
高

い
で
す
が
、
収
穫
量
と
し
て
は
9
月

の
天
候
が
良
好
で
あ
れ
ば「
平
年
並

み
」で
あ
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
会
取
扱
い
の

お
米
に
つ
い
て

　
本
会
の
お
米
は
安
全
・
安
心
の
た

め
様
々
な
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

放
射
性
物
質
検
査
は
国
が
設
定
し
た

基
準
値
を
基
に
そ
れ
ぞ
れ
青
森
県
、

秋
田
県
が
実
施
し
、
残
留
農
薬
検
査
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
、
重
金
属
検
査（
カ
ド

ミ
ウ
ム
）に
つ
い
て
は
青
森
県
は
全

農
あ
お
も
り
、
秋
田
県
は
秋
田
県
主

食
集
荷
商
業
協
同
組
合
に
お
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
に
お
き
ま
し
て
も
放

射
性
物
質
検
査
は
新
米
供
給
前
に
実

施
し
、
重
金
属
検
査（
カ
ド
ミ
ウ
ム

検
査
）、
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
、
残
留
農
薬

検
査
、
細
菌
検
査
は
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
学
校
か
ら
お
米
を
サ
ン
プ

リ
ン
グ
し
て
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
安
全
・
安
心
で
お
い
し

い
お
米
を
供
給
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

給食会だより

全農青森の皆様

秋田の生産者の照井さんと
給食会職員

カントリーエレベーター

青森の生産者の秋元さんと
JAつがるにしきたの皆様

お米の産地に
行ってきました。

青森県 秋田県

お米
産地調査
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本
会
は
平
成
29
年
度
4
月
よ
り
山

形
県
産
の
り
ん
ご
、
黄
桃
、
白
桃
、

洋
梨（
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
）を
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
た
国
産
ミ
ッ

ク
ス
ド
フ
ル
ー
ツ
の
取
扱
い
を
開
始

し
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
大
量
に
使
用
さ
れ
る
学
校
給
食

に
使
用
後
の
廃
棄
利
便
性
を
高
め
る

た
め
、
容
器
は
缶
で
は
な
く
、
ラ
ミ

コ
ン
カ
ッ
プ
を
採
用
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
本
会
職
員
が
国
産
ミ

ッ
ク
ス
ド
フ
ル
ー
ツ
の
製
造
を
行
っ

て
い
る
山
形
県
東
置
賜
郡
に
あ
る
高

畠
食
品
工
業
株
式
会
社
を
訪
問
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
山
形
県
は
フ
ル
ー
ツ
王
国
と
し
て

全
国
的
に
有
名
で
す
が
、
な
か
で
も

洋
梨（
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
）の
生
産
量
が

日
本
一
で
、
そ
の
他
に
桃
、
り
ん
ご

も
全
国
上
位
の
生
産
量
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
種
類
豊
富
な
地
場
産

物
の
果
実
を
、（
一
財
）山
形
県
学
校

給
食
会
と
高
畠
食

品
工
業（
株
）が
、

学
校
給
食
等
の
食

育
に
活
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
と

考
案
、
共
同
開
発

さ
れ
た
物
資
が
国

産
ミ
ッ
ク
ス
ド
フ

ル
ー
ツ
で
す
。

　
同
社
は
従
業
員

70
名
で
、
山
形
県
内
の
果
実
缶
詰
を

中
心
に
夏
は
さ
く
ら
ん
ぼ
と
桃
を
、

秋
か
ら
冬
に
か

け
て
は
洋
梨
や

り
ん
ご
な
ど
の

加
工
を
行
っ
て

お
り
、
原
料
は

種
類
、
産
地
、

年
産
ご
と
に
厳

格
に
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
果

実
の
カ
ッ
ト
や

計
量
な
ど
は
、

す
べ
て
手
作
業

で
行
う
た
め
、

果
皮
や
種
な
ど

の
夾
雑
物
を
よ

り
高
い
精
度
で

取
り
除
く
こ
と

が
で
き
る
体
制

が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
代
表
取
締
役
で
あ
る
大
河
原

氏
へ
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ「
高
齢

化
や
後
継
ぎ
不
在
な
ど
の
理
由
で

年
々
生
産
者
が
減
少
し
て
お
り
、
原

料
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

弊
社
は
将
来
を
見
据
え
て
10
年
以
上

前
か
ら
意
欲
的
な
生
産
家
に
無
料
で

黄
桃
や
白
桃
の
苗
木
を
配
る
な
ど
を

し
て
原
料
の
安
定
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
山
形
県
産
の
果
実
を
学
校
給
食
で

安
全
・
安
心
に
美
味
し
く
食
べ
て
も

ら
う
た
め
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
原
料
の
選
別
を
し
て
お
り
、
企
業

と
生
産
者
が
一
体
と
な
っ
て
生
産
性

の
向
上
、
原
料
の
安
定
確
保
な
ど
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
産

地
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
が
し
お
き
た
ま
ぐ
ん

き
ょ
う
ざ
つ
ぶ
つ

青森

秋田 岩手

山形 宮城

福島

茨城

栃木
群馬

埼玉
東京 千葉
神奈川

新潟

長野

山梨

静岡

富山
石川

岐阜

愛知

福井

三重
奈良

和歌山

京都

大阪

8月 9月 10月 11月 12月

りんご

白桃

黄桃

洋梨
（ラ・フランス）

収穫時期

国産ミックスドフルーツの
産地調査

フルーツ王国 山形県

山形県
東置賜郡

国産ミックスドフルーツ

10

給食会だより



学校給食用物資加工工場見学平成29年度

　のり加工事業所では、産地や生産量、養殖方法の説明と、
板海苔の加工工程（焼き、味付け、カット、包装など）見学、
地元の海苔職人さんの指導を受けながら海苔漉き体験、海
苔焼き体験を実施しました。見学中にも衛生管理に関する
質疑応答が活発に行われ、物資の安全性についてもしっかり
確認することができました。
　製粉工場では、大型小麦輸送船からパイプで小麦を吸い
上げる様子、巨大サイロ、原料小麦の「挽き」と「ふるい」

を繰り返して製粉する工程、品質管理室や、コンピュータ制御の立体自動倉庫などを見
学しました。徹底した衛生管理下で、安定した品質の良い小麦粉が提供されていること
が分かりました。
　参加者からは「製造工程を見たことで、給食でも安心して使えることが分かった」など
の感想も多く聞かれました。今回の工場見学では、本会取扱い物資の安全性への理解を
深めることができました。

報告

平成29年度　学校栄養職員　情報交換会

味めぐりカフェのお知らせ
第3回（2月3日土曜日）の参加者を募集します。
日時　 平成30年2月3日（土）10時から14時
場所　 東京都学校給食会館
内容　 調理方法による食味等の違いについて～Part2～
　　　 給食時間の指導  食育を評価するってどういうこと？

「食育を学校評価に取り入れるには？」について元校長先生に
お聞きします。

※24～29年度採用でない方も
　ご相談ください。
（食育・安全推進担当 03-3822-9391）

対象者：平成24～29年度採用学校栄養職員
定　員：36名
申　込：申込書は東京都学校給食会
　　　　ホームページに掲載
締　切：平成30年1月19日（金）
応募と同時に参加となりますので、
欠席の際は必ず事前にご連絡ください。
※応募者多数でご参加いただけない場合のみ
　1月23日（火）までにご連絡いたします。

“海苔”の加工所（千葉県漁業協同組合連合会のり加工事業所）
“小麦粉”の製粉工場（日本製粉株式会社千葉工場）へ見学に行ってきました！

平成29年
9月30日（土）

　「学校給食のパンを成形してみよう！」をテーマに、平成29年
10月28日（土）に実施しました。今回は東京都学校給食パン協同
組合 理事長 萩原 淳一氏と同組合技術部の4名（写真参照）を講師
に迎え、学校給食用パンの生地を使った成形実習、学校給食用パンの規格（種類、形状、原材料、
製法等）、品質管理、衛生管理についてお話し頂きました。
　参加者からは「原材料へのこだわり、成形技術の高さを知ることができて良かった」「学校給
食のパンは安心して利用できると改めて分かった」「生地作りから焼き上がりまでに6時間以上

の時間と手間を要しているこ
とを初めて知った」などの感
想が多く聞かれました。
　普段は直接交流する機会の少ないパン屋さんと
お話しすることで、学校給食用パンへの理解をより
深めることができました。

のり漉き体験

のり加工事業所見学

小麦粉製造についての講義

実習の様子
成形後

焼き上がり！

味めぐりカフェ 第2回報告

写真中央　東京都学校給食パン協同組合
理事長　萩原氏（三和製パン㈱社長）、左
から同組合専務　宮崎氏（㈱一松常務）、
副理事長　宮崎氏（㈱イチマツ食品社長）、
技術部長　立谷氏（福屋製パン㈱社長）、
理事　長嶋氏（㈲タケベーカリー社長）

ご協力ありがとうございました。
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　ド
ラ
イ
エ
イ
ジ
ン
グ（
乾
燥
熟
成
）と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、

牛
肉
を
一
定
の
温
度
、
湿
度
で
二
週
間
か

ら
一
か
月
余
り
長
期
保
存
す
る
こ
と
で
、

熟
成
さ
せ
柔
ら
か
く
美
味
し
く
す
る
手
法

で
あ
り
、
今
、
隠
れ
た
ブ
ー
ム
と
も
い
う
。

余
り
に
高
価
な
こ
と
も
あ
っ
て
私
も
食
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
霜
降
り
和
牛
の
美
味

し
さ
の
ベ
ク
ト
ル
と
は
違
う
、
欧
米
の
肉

食
文
化
圏
が
生
み
出
し
た
豊
饒
な
美
味
し

さ
ら
し
い
。
ま
た
、〇
〇
〇
〇
ス
テ
ー
キ

な
ど
の
立
ち
食
い
ス
タ
イ
ル
の
ス
テ
ー
キ

店
が
繁
盛
し
て
い
る
と
い
う
。
人
間
の
食

に
対
す
る
飽
く
こ
と
の
な
い
探
究
心
、
あ

る
い
は
執
念
に
は
驚
く
ほ
か
な
い
。

　美
味
し
さ
、
簡
便
さ
、
低
廉
さ
の
追
及

の
一
方
で
は
、
食
の
本
来
的
役
割
で
あ
る

健
康
維
持
、
増
進
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

る
傾
向
も
あ
り
は
し
な
い
か
。
ド
ラ
イ
エ

イ
ジ
ン
グ
は
一
歩
間
違
え
れ
ば
食
中
毒
の

危
険
も
あ
り
、
手
軽
な
立
ち
食
い
ス
テ
ー

キ
で
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
的
に
は
問
題
が

あ
る
だ
ろ
う
。
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で

様
々
な
食
べ
物
は
、
も
て
は
や
さ
れ
た
り
、

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
り
、
生
ま
れ
て
は

消
え
る
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
世
界
各

地
、
そ
し
て
日
本
全
国
に
も
営
々
と
食
べ

継
が
れ
て
い
る
食
も
あ
る
。
そ
れ
ら
未
知

の
食
と
の
遭
遇
、
分
子
レ
ベ
ル
で
進
化
し

た
栄
養
学
の
成
果
も
取
り
入
れ
た
食
も
体

験
し
て
み
た
い
。
そ
ん
な
欲
張
り
が
あ
る

意
味
叶
え
ら
れ
る
の
は
、
学
校
給
食
し
か

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　東
京
都
学
校
給
食
会
は
、
創
設
60
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
60
年
間
の
長
期
に
わ
た

る
エ
イ
ジ
ン
グ
、
熟
成
を
活
か
し
つ
つ
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
飛
躍
に
向
け
、「
い

き
な
り
」で
は
な
い
着
実
な
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
龍
生
）

ひ
と
こ
と

給食会だより

•表2～表4の乾物量の欄の値は、基準乾物量に対する過不足率
•○で囲んだ数値は、乾物量が許容誤差範囲を越えたもの

官能審査及び乾物量検査

食パン

パンの種類 件数

9
（14）

評　点 評点別分類 基準乾物量に対する過不足率（％）
注：（　）内の数値は、前年度の抜取調査結果表1

表2

最高点 最低点 平均点

82.00
（82.20）

80.30
（79.30）

81.28
（81.10）

70.00
～
74.99

－ 10.1
以上

－ 10.0
～
－ 5.1

－ 5.0
～
－ 0.1

0.0
～
5.0

5.1
～
10.0

10.1
以上

0
（0）

1
（2）

2
（1）

5
（10）

1
（1）

0
（0）

75.00
～
79.99

80.00
以上

0
（0）

0
（2）

9
（12）

9
（6）

81.45
（82.45）

78.75
（78.45）

80.64
（80.64）

0
（0）

2
（0）

4
（4）

3
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

2
（2）

7
（4）

2
（1）

82.00
（80.15）

81.80
（80.15）

81.90
（80.15）

0
（0）

1
（0）

0
（1）

1
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

2
（1）

0
（1）

―
（82.20）

―
（82.20）

―
（82.20）

―
（0）

―
（0）

―
（0）

―
（1）

―
（0）

―
（0）

―
（0）

―
（0）

―
（1）

全　体 20
（22）

82.00
（82.45）

78.75
（78.45）

81.05
（80.98）

0
（0）

4
（2）

6
（6）

9
（13）

1
（1）

0
（0）

0
（0）

2
（4）

18
（18）

食パン

コッペパン

丸パン

特殊加工パン

本会では品質向上を目的に判定基準「可」
以下の工場に対し、技術指導を実施して
おります。

官能審査判定基準
判　定
優
良
可
不可

80.00 ～ 85.00
75.00 ～ 79.99
70.00 ～ 74.99
69.99以下

点　数

パン工場名 乾物量（％） 評 点
三和製パン㈱
㈱三好屋食品工業
荒井製菓㈱
㈱ヒロセ
荒川製パン㈱
㈱一松
不動製パン㈱
㈱イチマツ食品 青梅工場
竹島製パン㈱八王子工場

△3.7
0.0
3.5

△7.7
1.7
2.9

△2.6
6.5
3.8

82.00
81.30
80.30
80.70
82.00
80.80
81.70
82.00
80.70

丸パン表4
パン工場名 乾物量（％） 評 点

㈲タケベーカリー
㈱イチマツ食品

△6.4
3.3

81.80
82.00

コッペパン表3
パン工場名 乾物量（％） 評 点

竹島製パン㈱大森工場
㈱大森製パン
福屋製パン㈱
㈱東山堂ベーカリー
㈱東和パン
東武食品工業㈱
㈲セントラル村田商店
㈲アイグラン
㈲フレンドベーカリー

3.2
△0.3
△3.4
3.6

△0.9
△9.6
2.9

△6.6
△1.1

81.45
81.00
80.85
80.85
81.50
80.10
78.75
79.80
81.45

（注1） 乾物量　製品から水分を除いた重量
（注2） 許容誤差範囲　基準乾物量に対して、食パン形で±10％以内、コッペ及びその他の形で±5％以内

平成29年度学校給食用パン抜取調査結果

2．調査担当

1．調査内容
（1）内相・外観の官能審査
（2）乾物量検査

（1）官能審査

（2）乾物量検査 本会職員

一般社団法人日本パン技術研究所研究調査部チーフ 並木利文
東京都学校給食パン協同組合副理事長 宮崎宗一郎
東京都学校給食パン協同組合技術部長 立谷昌弘
東京都教育庁地域教育支援部義務教育課
　課長代理（給食指導担当） 加納　浩
公益財団法人東京都学校給食会業務課
　食育・安全推進担当主任 三井　彩

　平成29年度学校給食用パン抜取調査を9月12
日（火）、13日（水）の2日間、学校給食用パン加工
委託工場を対象に実施しました。
　調査結果は、75点未満の工場（技術指導を要す
る工場）はありませんでした。乾物量（注1）の許容
誤差範囲（注2）を超えた工場は3工場ありました。
詳細は表1～表4のとおりです。
　本会では、この結果に基づき、東京都学校給食
パン協同組合に対し、各加工委託工場に対する指
導の徹底を要請しました。
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